＊事例があればご記入ください。
（参考資料）
優良ふるさと食品中央コンクールにおける

原料原産地表示の重点評価について
加工食品の原料原産地に関する消費者の関心が高まっていることを踏まえ、
農林水産省として加工食品の原料原産地表示を推奨する取り組みの一環として、「加工食品の原料原産地に関する情報提供を重点的に評価して、食品企業の取組を推奨」することとしている（２０年３月１９日公表）。
このため、本コンクールにおいても同様な評価をすることとした。
1 　原料原産地表示の義務付けの対象となっている２２食品群について、従
来から自主的な表示を推奨している５０％未満の生鮮品の原材料の原産地に関する情報を提供している品目があれば記載して下さい。

（参考：加工食品品質表示基準改正（原料原産地表示等）に関するＱ＆Ａ）
例えば、６０％牛肉、４０％豚肉の合挽肉における「豚肉」


②　特に原料・原産地表示が義務付けられていない商品に対し、自主的な取組みとして表示を行っている場合には事例等を挙げながら記載して下さい。
















